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問1 明治政府は、1871年に宮古島の漂流民が清朝の管轄下とされる島で現地住民に殺害された事件を契機として、1874年に初の
海外派兵を行った。この軍事行動は、琉球の帰属問題を日本に有利に進める意図も含まれていた。この出来事を何というか。

（2012年　全国公立入試　類似）

1.  北清事変 2.  台湾出兵 3.  日清戦争 4.  日露戦争

問2 その即位にともなって一世一元の制が定められ、その誕生日はのちに明治節（現在の文化の日）として祝日とされた、近代日
本の天皇は誰か。 （2015年　全国公立入試　類似）

1.  孝明天皇 2.  昭和天皇 3.  大正天皇 4.  明治天皇

問3 1906年に結成された日本初の合法的な社会主義政党である日本社会党に対し、当初は穏健な態度をとって結成を公認したもの
の、その後の社会主義運動の活発化を警戒して翌年に解散を命じた内閣の首相は誰か。 （2016年　全国公立入試　類似）

1.  伊藤博文 2.  山県有朋 3.  大隈重信 4.  西園寺公望

問4 アメリカのペリーが浦賀に来航した1853年と同じ年に、ロシアの使節として長崎に来航した人物は誰か。翌年に下田で日露通
好条約（日露和親条約）を締結し、国境の画定などを行った。 （2006年　全国公立入試　類似）

1.  ムラヴィヨフ 2.  プチャーチン 3.  スターリング 4.  オールコック

問5 1887年、条約改正交渉の失敗などを契機に高まった三大事件建白運動を鎮圧するため、明治政府が制定した弾圧法令がある。
この法令は、皇居から一定の距離内にいる活動家を東京から追放することを可能にした。この法令の名称として最も適当なも
のを答えよ。 （2017年　全国公立入試　類似）

1.  出版条例 2.  集会条例 3.  新聞紙法 4.  保安条例

問6 旅順口包囲軍に加わっていた弟を思って詠まれた詩「君死にたまふこと勿れ」が、雑誌『明星』に発表された当時に日本が戦
っていた、1904年に勃発した帝国主義戦争は何か。 （2006年　全国公立入試　類似）

1.  台湾出兵 2.  日清戦争 3.  日露戦争 4.  北清事変

問7 1887年、条約改正交渉の失敗を機に高まった三大事件建白運動や大同団結運動に対し、第1次伊藤博文内閣が皇居周辺からの
民権派の排除を目的に発布した弾圧法令は何か。この法令により、多くの民権派人士が東京から退去させられた。 （2007年　全国公立

入試　類似）

1.  集会条例 2.  新聞紙法 3.  出版条例 4.  保安条例

問8 日露戦争の講和条約によってロシアから日本へ譲渡された、長春以南の鉄道とその付属利権を運営・開発するために、1906年
に設立された半官半民の国策会社は何か。 （2004年　全国公立入試　類似）

1.  東洋拓殖株式会社 2.  日本郵船株式会社 3.  台湾拓殖株式会社 4.  南満州鉄道株式会社

問9 明治期、キリスト教の宣教師らは教育や社会事業を通じて布教活動を展開したが、国家主義的な教育政策との間で摩擦が生じ
ることもあった。1891年、第一高等中学校の奉読式において、教育勅語への敬礼を拒否した（不敬事件）として激しい社会的
非難を浴び、辞職を余儀なくされたキリスト教徒の思想家は誰か。 （2025年　全国公立入試　類似）

1.  植村正久 2.  内村鑑三 3.  木下尚江 4.  安部磯雄

問10 初期議会において、予算案の削減などを主張する民党と政府との対立が激化するなか、第1次松方正義内閣の内務大臣品川弥二
郎らが警察などを動員して実施した、1892年の第2回衆議院議員総選挙における激しい妨害工作を何というか。 （2005年　全国公立入

試　類似）

1.  選挙干渉 2.  廃藩置県 3.  保安条例 4.  地租改正
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答え合わせ・解説 No.6

問1 答え 2
台湾出兵

1871年に宮古島（琉球）の漂流民が台湾に漂着し、現地住民に殺害される事件が発生した。明治政
府は、清朝がこの地域を「化外の民」として管轄外であると主張したことを利用し、1874年に台湾
出兵を行った。この軍事行動を通じて、明治政府は琉球島民が日本国民であることを国際的に示
し、後の琉球処分（琉球の日本領土化）への足がかりとした。

問2 答え 4
明治天皇

一世一元の制は、1868年の明治天皇の即位にともない定められた制度である。明治天皇の誕生日
は、戦前は明治節、戦後は文化の日として祝日に制定されている。なお、先代の孝明天皇の時代に
は、公武合体策として和宮の降嫁が行われた。

問3 答え 4
西園寺公望

1906年に成立した第1次西園寺公望内閣は、社会主義運動に対して当初は「治安を乱さない限り」
という方針で比較的穏健な態度をとり、日本社会党の結成を公認した。しかし、党内で直接行動論
が台頭するなど運動が急進化・活発化すると、政府は方針を転換し、1907年に同党に対して解散を
命じた。

問4 答え 2
プチャーチン

1853年、アメリカのペリーが浦賀に来航したのとほぼ同じ時期に、ロシア使節のプチャーチンが長
崎に来航した。彼は開国と国境画定を要求し、翌1854年に幕府との間で日露通好条約を締結した。
この条約により、択捉島と得撫島の間が国境と定められた。

問5 答え 4
保安条例

1887年、井上馨の外務大臣辞任などを背景に高揚した三大事件建白運動に対し、第1次伊藤博文内
閣は即日施行の形でこの法令を公布した。皇居から3里（約12キロメートル）以内からの民権派活
動家の追放を定めており、片岡健吉や中江兆民ら多くの活動家が東京から退去させられた。1900年
に制定された治安警察法などと区別する必要がある。

問6 答え 3
日露戦争

「君死にたまふこと勿れ」は1904年9月に発表された。この時期、日本はロシア帝国との間で日露
戦争（1904〜1905年）を戦っており、旅順口包囲戦はその重要な局面の一つであった。日清戦争
（1894〜1895年）の講和条約である下関条約とは異なり、日露戦争の講和条約であるポーツマス
条約では日本は賠償金を得ることができなかった。

問7 答え 4
保安条例

三大事件建白運動などの民権派の運動の高まりに対し、政府は1887年12月に保安条例を発布し
た。これにより、皇居から3里（約12キロメートル）以内からの「治安を妨げるおそれのある者」
の退去を命じ、片岡健吉や尾崎行雄ら多くの民権派人士を東京から追放して運動の鎮静化を図っ
た。

問8 答え 4
南満州鉄道株式会社

ポーツマス条約によってロシアから譲渡された長春・旅順間の鉄道およびその支線、それに伴う炭
鉱などの利権を経営するため、1906年に半官半民の国策会社として設立された。初代総裁には後藤
新平が就任し、鉄道事業のみならず、沿線の開発や調査機関（満鉄調査部）の設置など、日本の満
州進出の拠点としての役割を果たした。

問9 答え 2
内村鑑三

明治政府が教育勅語を軸に国民統合を進めるなか、キリスト教徒の立場から教育勅語の奉読式にお
ける敬礼を拒否し、不敬事件を起こしたのが内村鑑三である。彼はこの事件により社会的非難を浴
びて教職を辞することとなったが、のちに無教会主義を唱え、キリスト教の伝道や社会批評に足跡
を残した。

問10 答え 1
選挙干渉

初期議会において、政府は「政費節減」「民力休養」を掲げる民党と激しく対立した。第1次松方
正義内閣は、1892年の第2回衆議院議員総選挙に際し、内務大臣の品川弥二郎らを中心に警察や地
方官を動員して民党側の当選を阻む激しい妨害工作（選挙干渉）を行った。この結果、全国で多数
の死傷者を出す惨事となったが、選挙結果は依然として民党が過半数を占めることとなった。


